
No.176No.176

10101030年/30年/30年/30年/

２Ｐ
５Ｐ
６Ｐ
８Ｐ
１４Ｐ
１６Ｐ
１８Ｐ
２０Ｐ

８月臨時会・９月定例会・10月臨時会・質疑応答…
決算審査特別委員会・監査意見書……………
決算審査特別委員会質疑応答…………………
町政を問う　一般質問に５議員………………
請願・陳情審査結果…………………………
議会報モニターより…………………………
議会活動………………………………………
えがったなぁ・町民の声・編集後記………

町内外の子どもたちに人気の鮎つかみどり大会

平成30年10月26日平成30年10月26日
発行：山形県舟形町議会発行：山形県舟形町議会

議会だより議会だより

豪雨災害にも負けず若鮎まつりを開催



町
長
　
６
日
未
明
、
本
町
通
り
の
流
雪
溝
か
ら
越
水
し
た
水

が
地
下
ピ
ロ
テ
ィ
に
流
入
し
ま
し
た
。
町
内
の
見
回
り
か
ら

帰
還
し
た
職
員
が
流
入
を
発
見
し
、
地
下
ピ
ロ
テ
ィ
に
駐
車

し
て
い
た
公
用
車
６
台
の
う
ち
２
台
を
外
ま
で
移
動
し
ま
し

た
が
、
他
４
台
は
水
流
入
の
勢
い
が
速
く
危
険
だ
っ
た
た
め
、

移
動
が
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

　
今
回
の
想
定
外
の
事
態
を
教
訓
と
し
て
、
庁
舎
の
防
災
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
　

こ
の
度
の
豪
雨
災
害
で
公
用
車
４
台
が
水
没
し
た

が
、
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
当
初
の
内
容
と
し
て
、
体
育
館
の
屋
根

と
渡
り
廊
下
の
屋
根
の
塗
装
等
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
に
再
度
設
計
作
業
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
屋
根
の
腐

食
状
況
が
顕
著
に
進
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
や
施
設
の
長
寿
命
化
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

工
法
を
見
直
し
て
再
度
検
討
す
る
た
め
に
、
今
回
の
補
正
で

工
事
費
を
全
額
減
額
し
ま
し
た
。

議
員
　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費
（
富
長
交
流
セ
ン
タ

ー
）
、
工
事
請
負
費
で
４
４
６
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
の
事
業
は
町
へ
の
移
住
促
進
の
た
め

に
、
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯
（
転
勤
や
進
学
等
の
移
動
で
は

な
い
）
に
対
し
て
１
年
間
、
米
、
味
噌
、
醤
油
を
支
給
す
る

事
業
で
す
。

議
員
　

移
住
世
帯
向
け
食
の
支
援
事
業
の
内
容
は
。

町
長
　
40
万
円
以
上
の
大
規
模
な
災
害
等
に
つ
い
て
は
町
で

調
査
し
、
40
万
円
以
下
の
小
規
模
な
災
害
等
に
つ
い
て
は
調

査
を
進
め
、
県
単
独
の
補
助
制
度
の
活
用
や
町
単
独
で
の
対

応
も
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　

小
規
模
災
害
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

総
務
課
長
　
舟
形
中
学
校
の
野
球
部
へ
、
大
場
輝
美
氏
よ
り

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

議
員
　

教
育
寄
付
金
25
万
円
の
内
容
は
。

質
答

応
疑

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

第
3
回
臨
時
会

地
域
整
備
課
長
　
今
回
の
農
地
等
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
方
か
ら
連
絡
を
受
け
、
担
当
職
員
が
現
地
確
認
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
箇
所
の
把
握
も
れ
が
な
い
よ
う
引
き

続
き
聞
き
取
り
を
す
る
と
と
も
に
、
地
区
ご
と
に
農
地
等
の

災
害
に
関
す
る
相
談
会
の
開
催
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
　

災
害
の
被
害
状
況
の
把
握
を
、
町
で
は
ど
の
よ
う

に
行
な
っ
て
い
る
か
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

9
月
定
例
会

想定外の災害により冠水した
役場本庁舎地下ピロティ

多くの農地が冠水した今回の豪雨災害

主
な
審
議
さ
れ
た
議
案

総
額
76
億
9
6
1
万
円

平
成
29
年
度
決
算
を
認
定

　９
月
定
例
会
は
、
８
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
５
人
の
一
般
質
問
に

続
き
、
２９
年
度
各
会
計
決
算
７
件
、
３０
年
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件

等
、
全
議
案
を
原
案
通
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第3回臨時会
8月24日
9月定例会
9月5日～12日
第4回臨時会
10月2日

議 案 審 議

第
３
回
臨
時
会

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
消
防
団
新
基
準
活
動
服
の
取
得
に
係
る
物
件
購
入

　
　
契
約
の
締
結
（
相
手
方
・
服
装
エ
グ
チ
有
限
会
社
）

９
月
定
例
会

●
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
承
認

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

●
平
成
30
年
度
各
会
計
補
正
予
算
３
件

●
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

●
教
育
委
員
の
任
命

●
平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

　
　
資
金
不
足
比
率
の
報
告

●
平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
７
件

●
政
策
提
言
書
の
提
出

第
４
回
臨
時
会

　●平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

●
平
成
30
年
度
役
場
本
庁
舎
空
調
設
備
工
事
請
負
契
約
の

　
　
締
結
（
相
手
方
・
弘
栄
設
備
工
業
株
式
会
社
）

●
８
月
５
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
復
旧
へ

　
　
の
支
援
要
望
書
の
提
出

平成30年度　主な補正予算

・総合保健福祉施設整備に向けた地質調査委託料

・産地パワーアップ事業費補助金………

・生活道路整備費補助金…………………

・縄文の女神フランス展示会セレモニー参加旅費

・農業用施設災害復旧事業費………

・公共施設等災害復旧事業費………

・公共土木施設災害復旧事業費………

・農業用施設災害復旧支援事業費……

・林道施設災害復旧事業費……………

・大雨・高温渇水被害対策事業…………

（保健センター移築のための地質調査）

（生活道路除雪に向けた路盤整備）

（農地84箇所、水路13箇所、農道21箇所等）

（役場本庁舎空調設備工事、河川公園復旧工事等）

（河川5箇所、道路31箇所等）

（農地184箇所、水路23箇所、農道8箇所等）

（林道34箇所等）

・財政調整基金積立金…………… １億1591万円
※財政調整基金とは、年度間の財源不足に備えるため決算余剰金などを
　積み立て、財源が不足する年度に活用する目的の基金です。

※

717万円

　2422万円

400万円

222万円

2億5542万円

2億1635万円

2億80万円

8660万円

7310万円

810万円
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渡
邉
　
敬
子 
代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

監
査
意
見
書

地方交付税
20億7421万円
（35.6％）

国庫支出金
3億1242万円
（5.3％）

寄附金
10億1631万円
（17.4％）

地方税
4億8529万円
（8.3％）

歳入

　
決
算
関
係
書
類
を
審
査
し
た
結
果
、
決

算
計
数
は
い
ず
れ
も
符
合
し
、
誤
り
の
無

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政

健
全
化
法
に
基
づ
く
判
断
比
率
の
算
定
は

適
正
で
あ
り
各
項
目
と
も
基
準
を
下
回
り
、

財
政
は
健
全
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
年
度
収
入
未
済
額
及
び
滞
納
繰
越
分

計
４
０
３
８
万
円
は
、
前
年
度
比
22
・
６

％
減
で
収
納
努
力
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
固
定
資
産
の
相
続
放
棄
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
不
納
欠
損
が
増
え
、
空
き
家

問
題
と
共
に
新
た
な
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
は
10
億
８
５
５

万
円
に
達
し
、
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
の

17
・
３
％
を
占
め
、
各
事
業
の
予
算
に
繰

入
さ
れ
町
民
に
与
え
た
潤
い
は
多
大
な
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
継
続
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
が
現
年
度
よ
り
公
営
企

業
会
計
に
移
行
し
、
財
務
諸
表
が
提
出
さ

れ
、
経
営
状
況
の
厳
し
さ
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
８
０
０
万
円
ほ
ど
の
使
用

料
未
済
額
の
回
収
と
共
に
、
平
成
９
年
度

に
改
正
し
た
ま
ま
の
料
金
の
値
上
げ
の
検

討
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
少
子
高
齢
化
の
現
在
、
町

職
員
は
若
返
っ
て
お
り
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
既
存
の
考
え
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
ら
の
考
え
で
、
新
し
い
発
想
、
創

意
工
夫
に
取
り
組
み
職
務
を
遂
行
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

老朽化が著しい第２庁舎

小国川の氾濫により決壊した十二河原公園迂回道路

健
康
福
祉
課
長
　
第
２
庁
舎
は
耐
震
補
強
工
事
が
で
き
な
い

構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
現
在
第
２
庁

舎
に
配
置
さ
れ
て
い
る
地
域
整
備
課
と
農
業
振
興
課
を
移
転

す
る
考
え
が
あ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
る
新
た
な
総
合

保
健
福
祉
施
設
（
仮
称
）
の
ハ
リ
ヨ
地
区
（
舟
形
小
付
近
）

へ
の
建
設
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
費
用
、
基
本
計
画
の
業

務
委
託
、
地
質
調
査
等
の
費
用
で
す
。

　

議
員
　

総
合
保
健
福
祉
施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業
の
今
回

予
算
化
さ
れ
た
内
容
は
。

住
民
税
務
課
長
　
婚
姻
し
た
方
で
舟
形
に
住
所
を
有
す
る
方

に
お
祝
い
品
と
し
て
夫
婦
箸
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
よ
り
舟
形
ら
し
い
も
の
と
し
て
、
縄
文
の
女
神
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
箸
置
き
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

議
員
　

子
ど
も
の
未
来
祝
福
事
業
の
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長
　
今
回
の
補
正
内
容
は
２
地
区
で
す
。
申
請

は
通
年
で
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
雪
が
降
っ
て
か
ら
で
は
で

き
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　

生
活
道
路
整
備
事
業
で
４
０
０
万
円
計
上
し
た
箇

所
数
と
、
申
請
は
い
つ
ま
で
す
れ
ば
い
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
都
市
と
農
村
の
交
流
事
業
に
関
係
の
あ

る
地
域
等
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
来
年
度
に

向
け
、
港
区
、
世
田
谷
区
等
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
に

雪
を
持
ち
込
み
、
雪
に
触
れ
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。
委
託

先
は
、
今
後
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　

雪
交
流
事
業
の
内
容
と
委
託
先
は
。

財
政
係
長
　
公
共
施
設
等
災
害
復
旧
事
業
の
※
起
債
で
あ
り
、

交
付
税
算
入
率
は
約
６
割
の
見
込
み
で
す
。

議
員
　

歳
入
で
の
町
債
１
億
４
３
２
０
万
円
に
つ
い
て
、

国
県
か
ら
何
割
補
て
ん
さ
れ
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
河
川
敷
の
占
用
契
約
は
10
年
ご
と
に
継
続

し
て
い
ま
す
。
河
川
の
護
岸
に
つ
い
て
は
県
が
復
旧
し
ま
す

が
、
駐
車
場
や
遊
具
等
の
被
災
に
つ
い
て
は
町
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

議
員
　

河
川
公
園
と
し
て
使
用
の
契
約
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
地
域
住
民
が
河
川
を
活
用
し
て
い
る
の
で
、
災

害
時
に
は
県
か
ら
の
負
担
は
期
待
で
き
な
い
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
８
月
５
〜
６
日
の
災
害
で
舟
形
、
松
山
配

水
池
の
落
雷
に
よ
る
被
害
、
及
び
町
道
、
県
道
に
埋
設
さ
れ

た
水
道
管
の
修
復
工
事
で
す
。

議
員
　

水
道
事
業
で
災
害
に
よ
る
損
失
と
し
て
１
２
１
０

万
円
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

ば
し

は
し

※

起
債
と
は…

町
が
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
す
る
こ
と
。

はん

　
平
成
29
年
度
決
算
審
査
は
、
会
期
中
の
９
月
６
日
か
ら

11
日
ま
で
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
長
に

佐
藤
勇
（
議
会
広
報
常
任
委
員
長
）、
副
委
員
長
に
加
藤

憲
彦
（
議
会
運
営
委
員
長
）
を
選
任
し
、
一
般
会
計
、
５

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

一般会計

特別会計

水道会計
歳入歳出差引額

2億3184万円

固
定
資
産
税
の

　
　不
能
欠
損
の
対
策
を

　会　計　別　
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業
　 合 　 計 　

　 　

水道事業 収益的収支
水道事業 資本的収支

 歳  入  額　     
8億2164万円
7040万円

7億6959万円
2億3985万円
2億200万円
２１億３４８万円

歳　　入　　
２億２４２７万円
３億３４８０万円

 歳  出  額
7億6966万円
6885万円

7億4016万円
2億3637万円
1億9577万円
２０億１０８１万円

歳　　出　　
２億８４８万円
３億７０３４万円

佐藤　勇 委員長

歳入（58億3064万円）

歳出（55億9880万円）

総務費
19億8571万円
（35.5％）

民生費
8億3981万円
（15.0％）

農林水産費
4億5795万円（8.2％）

土木費
6億1099万円
（10.9％）

消防費
1億6069万円
（2.9％）

繰越金
2億9684万円（5.1％）

その他  2億2264万円（3.8％）

繰入金
4億2882万円
（7.4％）

使用料及び手数料
7405万円（1.3％）

地方債  4億8860万円（8.4％）

県支出金
3億4094万円（5.8％）

地方消費税交付金
9052万円（1.6％）

公債費  4億7981万円（8.6％） 議会費  7261万円（1.3％）

衛生費  2億4961万円（4.4％）

商工費
2億1448万円
（3.8％）

教育費
3億8512万円（6.9％）

災害復旧費
1億4202万円（2.5％）

歳出

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

収益的　※水道水を作り、各家庭へ届けるための費用。
資本的　※水道管などの施設整備費用や借入金の返済。

決 算 審 査 議 案 審 議
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一年間の活動報告をする長江隊員

返礼品として一番多い舟形の米

親子でワクワク陶芸教室 i n実習館

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
内
の
宿
泊
者
数
は
前
年
並
み
、
日
帰

り
客
数
が
30
％
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
外
、
県
外
の
利

用
者
が
日
帰
り
で
１
５
０
人
、
宿
泊
で
１
２
０
人
増
に
な
っ

て
お
り
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
め
が
み
（
舟
形

駅
）、
若
あ
ゆ
温
泉
に
つ
い
て
は
設
置
を
し
ま
し
た
が
、
本

庁
舎
に
関
し
て
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
各
課
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
体
験
実
習
館
管
理
運
営
事
業
で
、
平
成
28
年
度
利

用
者
数
よ
り
平
成
29
年
度
は
３
２
０
人
ほ
ど
減
少
し
て
い

る
。
成
果
と
し
て
宿
泊
者
の
増
加
と
交
流
人
口
の
拡
大
が

図
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
検
証
を
し
た
の
か
。

議
員
　
本
庁
舎
内
に
ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
を
設
置
す
る
検
討
が
必
要

と
思
う
が
、
検
討
や
話
し
合
い
を
し
た
経
過
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
次
年
度
に
予
定
し
て
い
る
制
度
改
正
に

お
い
て
、
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
十
分
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
結
婚
祝
い
金
は
現
在
10
万
円
を
２
年
に
分
割
し
支

給
し
て
い
る
が
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
30
万
円

以
上
と
し
、
長
期
に
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
は
１
年
お
き
に

実
施
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
実
施
し
て
い
な
い
か
ら
で

す
。

住
民
税
務
課
長
　
斎
場
運
営
費
の
支
出
済
額
か
ら
利
用
者
か

ら
い
た
だ
い
た
斎
場
使
用
料
を
引
き
、
残
り
の
金
額
を
平
等

割
（
40
％
）
人
口
割
（
30
％
）
財
政
力
割
（
30
％
）
で
算
出

し
て
い
ま
す
。

議
員
　
各
種
検
診
事
業
で
検
診
料
が
前
年
度
よ
り
５
０
０

万
円
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

議
員
　
斎
場
使
用
料
を
歳
入
に
計
上
し
て
い
る
が
、
費
用

負
担
割
合
で
舟
形
町
１
１
２
０
万
円
、
大
蔵
村
８
９
０
万

円
の
算
出
方
法
は
。

住
民
税
務
課
長
　
未
納
者
へ
の
面
談
と
相
談
を
強
化
し
、
具

体
的
な
支
払
い
の
実
施
と
差
し
押
さ
え
等
も
行
い
、
回
収
に

努
め
ま
し
た
。

議
員
　
町
税
の
未
収
金
は
前
年
度
よ
り
減
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
回
収
策
を
行
な
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
で
、
当
初
１

名
増
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
採
用
が
な
か
っ
た
た
め
の

不
用
額
で
す
。

地
域
整
備
課
長
　
町
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
要
綱
に

町
の
業
者
に
よ
る
施
工
と
あ
る
の
で
、
該
当
し
な
い
件
数
が

６
件
あ
り
ま
し
た
。
要
綱
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
町
づ
く
り
推
進
費
の
賃
金
で
、
不
用
額
が
３
５
０

万
円
ほ
ど
出
て
い
る
が
、
ど
の
事
業
で
、
発
生
の
要
因
は

何
か
。

農
業
振
興
課
長
　
委
託
先
は
最
上
広
域
森
林
組
合
で
す
。
今

年
も
実
施
し
ま
し
た
。
樹
幹
に
薬
剤
を
注
入
す
る
手
法
で
、

５
年
間
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
３
年
間
ぐ
ら
い
は
実
施

し
な
く
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
松
く
い
虫
防
除
委
託
料
33
万
円
の
委
託
先
は
。
ま

た
、
防
除
は
毎
年
行
う
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
29
年
度
に
有
害
鳥
獣
駆
除
技
術
の
講
習
・

研
修
を
受
け
、
29
年
度
は
ク
マ
５
頭
、
イ
ノ
シ
シ
８
頭
、
野

う
さ
ぎ
４
羽
、
30
年
度
は
現
在
ま
で
ク
マ
９
頭
、
イ
ノ
シ
シ

２
頭
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
活
動
状
況
は
。

教
育
課
長
　
29
年
度
は
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
つ

や
姫
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
価
格
差
が
大
き
い
の
で
、

は
え
ぬ
き
に
変
更
し
ま
し
た
。

議
員
　
日
本
一
の
給
食
食
育
推
進
事
業
で
、
つ
や
姫
を
使

用
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
は
え
ぬ
き
に
変
更
し
た
の
か
。

そ
の
理
由
は
。

町
長
　
私
立
高
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
上
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
多
く
通
う
高
校
な
の
で
、
最
上
地
方
町
村
会
の
決
定

で
市
町
村
負
担
金
と
し
て
支
出
を
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
私
立
高
校
で
あ
る
新
庄
東
高
校
の
体
育
館
建
設
費

負
担
金
67
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

総
務
課
長
　
ひ
だ
ま
り
団
地
一
区
画
、
内
山
団
地
一
区
画
の

売
り
払
い
金
額
で
す
。
後
段
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
不
動
産
売
払
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
。
ま
た
、
町
所
有
の
住
宅
に
長
く
住
ん
で
い
る
方

に
売
り
払
う
考
え
は
な
い
の
か
。

議
員
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
件
数
に
県
補
助
金
と

町
補
助
金
に
差
異
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
要
綱
の
見
直

し
を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
庁
舎
内
禁
煙
、
さ
ら
に
町
民
の
健
康
が
一

番
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
禁
煙
と
分
煙
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
た
ば
こ
税
が
当
初
予
算
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
姿
勢
と
し
て
健
康
面
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
禁
煙
、
受

動
喫
煙
等
に
対
し
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
返
礼
品
で
一
番
多
い
の
が
舟
形
産
米
で
、
返
礼

割
合
は
５
割
程
度
で
し
た
。
今
後
、
返
礼
割
合
が
引
き
下
が

る
こ
と
に
よ
り
、
件
数
、
金
額
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
き
め
細
や
か
な
対
応
に
よ
り
、
減
少
幅
を
抑
制

し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
平
成
29
年
度
は
10
億
円

を
超
え
た
が
、
返
礼
割
合
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
国
の
指
導
に
よ
り
返
礼
割
合
が
３
割
と
な
る
こ
と
に

よ
り
、
寄
付
額
が
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
対

応
は
。 質

答
応
疑
質
答

応
疑
一
般
会
計

歳
入

歳
出

決 算 審 査 決 算 審 査
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9ページ
奥山　謙三　議員

１　町民に寄り添った除雪対策を
12ページ

伊藤　欽一　議員

１　交通事故防止の取り組みを早急に
２　土砂災害発生の防止対策を的確に

10ページ
斎藤　好彦　議員

１　想定外の災害にどう対応すべきか
２　増加する認知症対策は万全か

13ページ
佐藤　広幸　議員

１　舟形診療所の今後を問う

11ページ
石山　和春　議員

１　サービス付き高齢者向け住宅の
　　検討は

一般質問とは

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこと
です。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する、
議員の重要な活動です。

シーズンの安全除雪を頼むよ！（前年の安全祈願祭） 稲刈りを待つほ場と若あゆ温泉を望む堤峰展望場からの景観（経壇原）

雪下ろし体験ツアーの排雪活動

一 般 質 問

質
問
　
町
で
行
な
っ
て
い
る

主
な
除
雪
施
策
は
、
①
地
域

支
え
合
い
除
排
雪
活
動
支
援

交
付
金
　
②
高
齢
者
等
世
帯

等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
③

生
活
道
路
整
備
費
事
業
　
④

除
雪
対
策
事
業
な
ど
、
公
助

に
よ
る
支
援
は
充
実
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
共
助
に
よ
る
地
域
支

え
合
い
の
除
雪
活
動
組
織
も

増
え
て
お
り
、
心
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の

降
雪
を
前
に
、
町
で
は
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
役
割
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
町
で
考

え
て
い
る
新
た
な
除
雪
対
策

の
内
容
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

町
長
　
①
地
域
支
え
合
い
除

排
雪
活
動
支
援
交
付
金
の
平

成
29
年
度
実
績
は
、
除
雪
機

無
償
貸
与
は
２
地
区
で
除
雪

作
業
延
べ
日
数
１
１
２
日
、

除
雪
機
貸
与
な
し
は
15
地
区

で
除
雪
延
べ
日
数
３
０
７
日

の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
住

民
同
士
の
支
え
合
い
の
意
識

醸
成
、
体
制
の
組
織
化
に
よ

る
効
率
的
な
対
応
が
図
ら
れ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
高
齢
者
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス

事
業
は
、
玄
関
前
通
路
等
の

雪
払
い
や
雪
下
ろ
し
等
の
生

活
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

平
成
29
年
度
実
績
は
玄
関
前

通
路
等
雪
払
い
２
１
７
９
回
、

屋
根
雪
下
ろ
し
２
４
９
．５

回
と
な
り
、
「
共
助
」
を
前

提
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

③
生
活
道
路
整
備
事
業
費
補

助
は
、
29
年
度
実
績
と
し
て

１
件
１
３
５
万
円
で
、
生
活

道
路
延
長
は
町
全
体
で
23
路

線
、
長
さ
１
８
３
７
ｍ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

④
除
雪
対
策
事
業
は
、
29
年

度
は
豪
雪
に
よ
り
膨
大
な
除

雪
経
費
で
１
億
８
５
４
６
万

円
掛
か
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機

１
台
増
車
に
よ
り
、
効
率
的

に
作
業
で
き
る
よ
う
除
雪
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
役
割
を
分
担
し
な
が

ら
、
現
在
行
な
っ
て
い
る
主

な
除
雪
施
策
を
推
進
し
、
き

め
細
や
か
な
除
雪
対
策
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
　
地
域
支
え
合
い
除
排

雪
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い

て
、
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
た
シ
ー
ズ
ン
は
、
支
援

交
付
金
の
増
額
を
検
討
で
き

な
い
か
。

町
長
　
担
当
課
と
要
綱
の
見

直
し
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

質
問
　
除
雪
に
お
け
る
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
役
割
分

担
に
つ
い
て
、
町
長
の
思
い

を
聞
き
た
い
。

町
長
　
基
本
は
自
助
で
す
が
、

高
齢
化
等
を
考
慮
す
る
と
公

助
の
負
担
が
増
え
る
面
も
あ

り
ま
す
が
、
地
域
支
え
合
い

組
織
を
増
や
し
共
助
に
よ
る

活
動
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自助、共助、公助の役割分担しながら、
除雪施策を推進する

町民に寄り添った除雪対策を

奥山  謙三 議員

一般質問に５人が登壇一般質問に５人が登壇
町政を問う町政を問う

※　紙面の都合により、質問は１人２問までの内
　容を要約して掲載しています。会議録の詳細は、
　町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

若あゆ温泉若あゆ温泉

舟形マッシュルーム舟形マッシュルーム
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需要が高まっている高齢者向け住宅（視察）
認知症サポーター養成講座

冬期間満床状態の生活支援センター「ゆいの家」

通行不能になった農道

構
築
と
認
知
症
ケ
ア
の
向
上

を
目
的
に
、
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
の
配
布
や
認
知
症
カ
フ
ェ

の
開
催
、
認
知
症
地
域
支
援

員
の
配
置
・
養
成
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
に
は
、
家
族

や
地
域
の
人
の
理
解
と
早
期

か
つ
適
切
な
対
応
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
も
国
や
県
の
施

策
を
参
考
に
必
要
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
　
先
月
の
最
上
・
庄
内

地
域
を
襲
っ
た
記
録
的
な
豪

雨
は
、
町
内
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
人

的
被
害
が
無
か
っ
た
も
の
の
、

当
時
、
多
く
の
住
民
が
自
宅

や
避
難
所
で
不
安
な
時
間
を

過
ご
し
た
も
の
と
推
測
い
た

し
ま
す
。
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
責
任
の
あ
る
町
長

と
し
て
、
今
般
の
町
内
全
域

に
及
ぼ
し
た
想
定
外
の
災
害

の
教
訓
を
、
今
後
の
舟
形
町

防
災
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
せ
対
処
し
「
安
全
・
安

心
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

る
考
え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
町
で
は
、
平
成
26
年

３
月
に
『
安
心
し
て
住
め
る

環
境
づ
く
り
』
を
基
本
理
念

と
す
る
舟
形
町
防
災
計
画
を

策
定
し
、
①
『
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
』
②
『
災
害
に

強
い
ひ
と
づ
く
り
』
③
『
災

害
に
強
い
体
制
づ
く
り
』
の

３
点
を
基
本
目
標
に
掲
げ
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
度

の
豪
雨
災
害
は
、
ま
さ
し
く

想
定
外
の
災
害
で
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
教
訓
と
し
て
、
改
め
て
、

全
庁
的
に
こ
の
度
の
豪
雨
災

害
に
対
す
る
町
と
し
て
の
対

応
状
況
を
総
括
し
、
反
省
す

べ
き
点
や
見
直
し
が
必
要
な

点
に
つ
い
て
は
、
町
防
災
計

画
に
適
切
に
反
映
し
、
改
善

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

増
加
す
る
認
知
症
対
策

は
万
全
か

　早
期
か
つ
適
切
な
対
応
に

　努
め
る

質
問
　
認
知
症
高
齢
者
の
数

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
本

町
で
は
国
家
戦
略
と
し
て
の

「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
「
認
知
症
集

中
支
援
推
進
事
業
」「
認
知

症
地
域
支
援
・
ケ
ア
向
上
推

進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
現
状
と
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
本
町
に
お
い
て
も
認

知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
施
策
と
し
て
の
「
認
知

症
初
期
集
中
支
援
推
進
事

業
」
は
、
早
期
診
断
・
早
期

対
応
の
た
め
の
専
門
チ
ー
ム

と
し
て
、
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
を
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
新
庄
明

和
病
院
医
師
と
必
要
な
研
修

を
受
け
た
保
健
師
３
名
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
認
知
症
地
域
支

援
・
ケ
ア
向
上
事
業
」
は
、

地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の

質
問
　
舟
形
町
総
合
戦
略
は
、

平
成
31
年
を
計
画
目
標
年
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
等
を
中

心
と
し
た
生
涯
の
ま
ち
構
想

の
事
業
化
へ
の
検
討
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
主
要
事
業
概

要
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
明
記
さ
れ
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
地
域
に
お

け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
介
護
認
定
は
な
い
も
の
の

自
立
し
た
生
活
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
早
期
に
舟

形
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て
は
、

「
ゆ
い
の
家
」
の
需
要
状
況

を
参
考
に
検
討
し
た
い
と
こ

れ
ま
で
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
住
宅
は
、
主
に
民
間

の
事
業
者
が
運
営
す
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
の
賃
貸
住
宅

で
、
自
立
の
方
か
ら
軽
度
の

要
介
護
度
の
高
齢
者
も
受
け

入
れ
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
実
現

す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
拡
充
の
施
策
と
し
て

２
０
１
１
年
に
創
設
さ
れ
、

最
近
で
は
重
度
の
高
齢
者
の

方
も
受
け
入
れ
可
能
な
施
設

も
増
え
て
い
て
、
利
用
の
幅

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
を
目
的
に
平
成
28
年

度
に
実
施
し
た
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
」
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
が
当

町
に
必
要
で
す
か
」
と
い
う

設
問
に
、
回
答
者
１
６
４
３

名
中
、「
早
急
に
必
要
」が
２

３
３
名（
14
・
２
％
）、「
い

ず
れ
必
要
」が
１
０
３
４
名

（
62
・
９
％
）い
て
関
心
の

高
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
本
町
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
と
類
似

す
る
「
ゆ
い
の
家
」
が
あ
り

ま
す
が
、
利
用
者
が
ほ
ぼ
冬

期
間
に
集
中
し
満
床
状
態
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
の
整
備
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

考
え
る
上
で
も
重
要
な
施
策

と
捉
え
、
社
会
福
祉
法
人
や

医
療
法
人
と
事
業
実
施
に
向

け
た
意
見
交
換
か
ら
始
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
※

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
つ

い
て
は
、
地
方
に
移
住
し
た

い
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
事

業
を
優
先
す
る
前
に
、
今
住

ん
で
い
る
高
齢
者
の
方
々
が
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
住
み
続

け
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策

と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
を
考

え
て
い
ま
す
。

関係機関と意見交換をしながら具体的に検討したい

斎藤  好彦 議員石山  和春 議員

対
応
状
況
を
総
括
し
改
善
策
を
講
ず
る

想
定
外
の
災
害
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か

サービス付き高齢者向け住宅の検討は

一　般　質　問 一　般　質　問

※

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ…

高
齢
者
が
健
康
な
う
ち

　に
入
居
し
、
終
身
で
過
ご
す
こ
と
が

　可
能
な
生
活
共
同
体
。
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原田先生 25年間ありがとうございました。 倒木が著しく土砂で満杯状態の
水上沢砂防堰堤上流（長尾町内）

新しい医師がきてくれることを願いたい

最上町方面へ直進と錯覚するＴ字路交差点

り
ま
す
。
砂
防
、
治
山
堰
堤

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ

り
ま
す
が
、
西
日
本
災
害
に

お
い
て
堰
堤
の
果
た
す
役
割

を
見
直
す
と
い
う
話
を
聞
い

て
い
ま
す
。
今
後
、
土
砂
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
、

満
砂
状
態
や
流
木
等
で
危
険

な
状
況
に
あ
る
堰
堤
に
つ
い

て
は
、早
急
な
対
策
を
講
ず
る

よ
う
県
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

質
問
　
亀
割
バ
イ
パ
ス
と
県

道
56
号
の
交
差
点
（
野
地
内
）

で
、
夜
間
に
な
る
と
「
止
ま

れ
」
の
標
識
が
見
え
に
く
く
、

何
件
か
事
故
が
発
生
し
て
い

る
と
の
話
を
聞
き
、
駐
在
所

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
警
察

で
も
事
故
多
発
箇
所
と
し
て

い
ま
し
た
。
自
光
式
標
識
に

変
え
る
等
の
改
善
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の

路
面
状
況
、
横
断
歩
道
や
停

止
線
な
ど
を
早
急
に
確
認
す

る
な
ど
、
交
通
安
全
の
対
策

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
舟
形
町
で
の
事
故
発

生
件
数
は
、
今
年
８
月
14
日

現
在
で
14
件
と
昨
年
よ
り
３

件
増
加
し
て
い
ま
す
。
ご
指

摘
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
１
月
以
降
人
身
事

故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
舟
形

町
駐
在
所
の
森
所
長
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
事
故
多
発
箇
所
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
新
庄

警
察
署
な
ら
び
に
公
安
委
員

会
へ
標
識
の
改
善
を
要
望
し

ま
す
。
ま
た
、
他
の
路
線
に

つ
い
て
も
、
今
年
、
事
故
が

発
生
し
た
箇
所
の
現
場
を
確

認
す
る
な
ど
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
ま
す
。
そ
の
他
、
高

齢
者
先
進
安
全
自
動
車
購
入

補
助
金
の
活
用
、
町
民
が
事

故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
交
通
安
全
の

啓
蒙
活
動
の
推
進
を
し
て
い

き
ま
す
。

土
砂
災
害
発
生
防
止
対

策
を
的
確
に

　災
害
防
止
に
早
急
な
対
策

　を
強
く
要
望

質
問
　
８
月
５
日
か
ら
６
日

に
か
け
て
の
豪
雨
で
、
当
町

で
も
河
川
の
増
水
に
よ
り
家

屋
等
の
浸
水
、
農
地
の
流
失
、

土
砂
崩
れ
等
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
人
家
の
上

流
に
設
置
さ
れ
て
い
る
砂
防

堰
堤
が
、
堆
積
土
砂
で
満
砂

に
な
り
、
倒
木
等
が
流
水
を

せ
き
止
め
た
り
と
、
ま
た
災

害
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
。
二
次
災
害
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
対
処
が
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
本
町
に
整
備
さ
れ
て

い
る
堰
堤
は
、
砂
防
堰
堤
が

30
基
、
治
山
堰
堤
が
20
基
で
、

人
家
の
上
流
に
設
置
さ
れ
て

い
る
堰
堤
は
11
基
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
か
ら
の
情
報
提

供
で
、
山
腹
か
ら
の
土
砂
流

出
や
倒
木
に
よ
り
満
砂
状
態

と
な
っ
て
い
る
堰
堤
が
あ
る

と
報
告
を
受
け
、
現
地
確
認

し
県
に
報
告
し
た
箇
所
も
あ

質
問
　
舟
形
診
療
所
は
公
設

民
営
と
い
う
形
で
、
長
年
に

わ
た
り
町
民
の
健
康
維
持
の

た
め
、
無
く
て
は
な
ら
な
い

医
療
機
関
と
し
て
活
躍
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
診
療
所
を
運
営

す
る
原
田
先
生
が
や
め
る
の

で
は
な
い
か
と
、
町
民
の
間

で
不
安
と
動
揺
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
診
療
体
制

を
含
め
、
ど
の
様
な
形
で
身

近
に
あ
る
医
療
体
制
を
構
築

し
て
い
く
の
か
質
問
し
ま
す
。

町
長
　
舟
形
診
療
所
は
、
町

と
医
師
で
あ
る
原
田
政
雄
氏

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
公
設

民
営
方
式
に
係
る
合
意
書
に

基
づ
き
、
平
成
５
年
４
月
に

開
業
し
た
診
療
所
で
す
。

　
原
田
先
生
に
は
、
診
療
所

の
医
師
と
し
て
26
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
医
療
の

推
進
や
町
民
の
健
康
増
進
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
深
く
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
原
田
先
生
が

２
月
に
来
庁
さ
れ
今
年
の
12

月
31
日
で
診
療
所
を
閉
鎖
し
、

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に

診
療
所
の
引
き
渡
し
を
行
い

た
い
と
の
話
を
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　
突
然
の
こ
と
で
あ
り
、
後

任
の
医
師
が
決
ま
る
ま
で
継

続
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

原
田
先
生
の
意
思
は
堅
い
よ

う
で
し
た
。

　
舟
形
診
療
所
は
、
町
民
の

健
康
と
福
祉
を
考
え
る
上
で
、

無
く
て
は
な
ら
な
い
必
要
不

可
欠
な
存
在
で
す
。
そ
の
た

め
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以

降
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

後
任
の
医
師
が
開
業
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
　
「
後
任
の
医
師
が
開

業
で
き
る
よ
う
に
努
力
す

る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

新
し
い
医
師
の
候
補
者
は
い

る
の
か
。

　
ま
た
患
者
の
カ
ル
テ
や
町

の
購
入
し
た
備
品
、
原
田
先

生
の
購
入
し
た
備
品
な
ど
の

取
り
扱
い
は
整
理
で
き
て
い

る
の
か
。

町
長
　
開
業
を
考
え
て
い
る

医
師
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

開
業
の
候
補
地
に
舟
形
町
も

入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
、
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
何
と
か

舟
形
町
に
開
業
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
カ
ル
テ
や
備
品
に
つ

い
て
は
現
在
調
査
、
整
理
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

新しい医師が開業できるように努力します

伊藤  欽一 議員佐藤  広幸 議員

標
識
等
の
改
善
を
関
係
機
関
へ
要
望

交
通
事
故
防
止
の
取
り
組
み
を
早
急
に

診療所の今後の見通しは

一　般　質　問 一　般　質　問

も
う

え
ん
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議 会 活 動 議 会 活 動

　
９
月
定
例
会
で
審
査
し
た
請
願
・
陳
情
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し
、
国
会
が
批

准
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

採
　
択
　

　
　
請
願
者
　
生
活
協
同
組
合
共
立
社
新
庄
生
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
理
事
会
　
議
長
　
岸
　
昌
子

　
２
０
１
７
年
７
月
７
日
国
連
に
お
い
て
、
日
本
を
の
ぞ

く
１
２
２
か
国
の
賛
成
に
よ
っ
て
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
採
択
さ
れ
、
同
年
12
月
10
日
に
は
、
核
兵
器
廃
絶
国
連

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
今
国
際
社
会
は
核
抑
止
力
で
は
な
く
、
核

兵
器
廃
絶
に
よ
る
平
和
構
築
に
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。

　
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
被
爆
者
の
「
原

爆
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
痛
切
な
願
い
に
応
え
、

国
際
社
会
に
お
い
て
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
責
任
が

あ
り
ま
す
。
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
、
核
兵
器
の
法
的

禁
止
内
容
を
定
め
、
加
盟
国
に
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

生
産
、
製
造
、
取
得
、
保
有
、
貯
蔵
な
ど
の
禁
止
を
義
務

付
け
、
使
用
の
威
嚇
も
禁
じ
て
い
る
画
期
的
な
条
約
で
す
。

日
本
政
府
の
日
頃
の
平
和
政
策
に
は
敬
意
を
表
す
と
こ
ろ

で
す
が
、
よ
り
一
層
の
実
効
性
の
あ
る
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
た
だ
ち
に
賛
成
し
、
署
名
・
批
准
す
べ
き
で
す
。

　
「
核
な
き
世
界
」
の
実
現
は
、
被
爆
者
、
日
本
国
民
、

そ
し
て
全
世
界
の
市
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
り
、
舟
形
町

に
お
い
て
も
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

地
球
上
か
ら
核
兵
器
を
な
く
す
こ
と
こ
そ
、
唯
一
の
平
和

へ
の
道
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
私
た
ち
は
、
日
本
政
府
が

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
署
名
・
批
准
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
。 請

願
・
陳
情

議
員
発
委

●
政
策
提
言
書
の
提
出

　
９
月
12
日
、
舟
形
町
議
会
が
、
全
議
員
の
総
意
と
し
て
、

政
策
提
言
書
を
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

（
趣
旨
）

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、

第
６
次
総
合
発
展
計
画
並
び
に
「
舟
形
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
沿
っ
て
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
舟
形
町
議
会
と
し
て
は
、
平
成
29
年
度
決
算
の
審
議
や

所
管
事
務
調
査
等
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
た
の

で
政
策
提
言
す
る
。

　
町
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

安
全
・
安
心
な
地
域
環
境
を
創
設
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
や
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の

様
々
な
施
策
を
も
っ
て
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
本

提
言
が
次
年
度
以
降
の
予
算
に
具
体
的
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
望
む
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

　
反
対
討
論
、
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

に
よ
り
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
核
兵
器
の
無
い
国
際
社
会
の
実
現
を
願
う
気
持
ち
は
私

も
同
じ
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
の
周
囲
で
は
中
国
や
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア

が
核
を
保
有
し
、
そ
の
脅
威
が
実
際
に
現
実
的
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
脅
威
か
ら
日
本
を
守
っ
て
い
る
の
は
米
国
が
提

供
す
る
「
核
の
傘
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
弱
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
の
条
約
に
は
簡
単
に
賛
成
と
言
え
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
際
社
会
の
中
で
、
日
本
政
府
は
難
し
い
舵
取
り
を
続

け
て
い
く
以
外
に
道
は
無
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
町
議
会

は
請
願
書
を
採
択
し
て
政
治
的
圧
力
を
政
府
に
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
私
は
、
本
事
案
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、「
核
の
傘
」
な
ど
は
現
実
的
に
存
在
し
な
い
し
、

確
実
に
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核
の
あ
る
世
界
に
は
住
み
た
く

な
い
と
、
国
民
一
人
一
人
が
、
力
強
く
発
信
す
べ
き
で
あ

り
、
核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、「
舟
形
町
平
和
都
市
宣
言
」
の
条
文
で
は
、

「
我
々
は
世
界
唯
一
の
被
爆
国
民
と
し
て
、
平
和
憲
法
の

精
神
に
基
づ
き
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る
も
の
で

あ
る
」
と
も
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
和
で
明
る
い
世
界
実
現
の
た
め
、

本
事
案
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

●
種
子
法
廃
止
に
伴
う
万
全
の
対
策
を
求
め
る
陳
情

採
　
択
　

　
　
陳
情
者
　
農
民
運
動
山
形
県
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
茂
樹

　
　
　
　
　
　
最
北
地
方
農
民
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
二
戸
　
　
正

　
先
の
通
常
国
会
で
主
要
農
作
物
種
子
法
（
種
子
法
）
廃

止
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
種
子
法
は
、
国
や
都
道
府
県
の
種
子
に
対
す
る
公
的
役

割
を
明
確
に
し
た
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
同
法

の
も
と
で
、
稲
・
麦
・
大
豆
の
原
種
・
原
原
種
の
生
産
、

優
良
品
種
（
奨
励
品
種
）
指
定
の
た
め
の
検
査
な
ど
を
義

務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
都
道
府
県
と
農
業
協
同
組
合
が

協
力
し
、
地
域
に
あ
っ
た
優
良
銘
柄
を
多
く
開
発
し
、
安

価
に
販
売
す
る
な
ど
、
農
民
の
生
産
・
販
売
活
動
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
種
子
法
に
基
づ
い
た
試
験
場
等
の
取
り
組
み
が

後
退
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
予
算
措
置
の
確
保
等
、
万
全

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
種
子
法
の
廃
止
で
、
地
域
の
共
有
財
産
で

あ
る
「
種
子
」
を
民
間
企
業
に
委
ね
た
場
合
、
改
良
さ
れ

た
新
品
種
に
特
許
が
か
け
ら
れ
、
農
家
は
特
許
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
種
子
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
食
糧
自
給
率
の
さ
ら
な
る
低
下
が
不
安
視
さ
れ
る
な
か
、

農
家
の
生
産
意
欲
と
品
質
向
上
へ
の
努
力
に
大
き
な
役
割

を
担
う
「
種
子
」
の
安
定
確
保
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
り
ま
す
。

提
言
１
　
町
経
済
の
根
幹
を
成
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
活
性
化
に
つ
い
て

１
．
ブ
ラ
ン
ド
米
・
ふ
な
が
た
米
の
確
立
を
図
り
、
付
加

　
　
価
値
を
高
め
有
利
販
売
に
繫
げ
る
こ
と
。

２
．
生
産
法
人
・
グ
ル
ー
プ
営
農
・
地
域
共
同
組
織
等
の

　
　
推
進
を
行
い
、
組
織
農
業
に
よ
り
営
農
の
継
続
性
と

　
　
圃
場
整
備
を
全
町
で
進
め
る
こ
と
。

３
．
女
性
・
退
職
者
等
へ
の
就
農
支
援
の
強
化
を
図
る
こ

　
　
と
。

４
．
商
工
業
振
興
施
策
を
具
現
化
し
、
商
店
等
の
支
援
に

　
　
努
め
る
こ
と
。

提
言
２
　
安
全
・
安
心
・
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

１
．
生
活
道
も
含
め
た
除
雪
支
援
の
拡
充
と
、
町
道
等
の

　
　
除
雪
対
策
の
充
実
、
強
化
を
図
る
こ
と
。

２
．
流
雪
溝
の
整
備
促
進
を
行
う
こ
と
。

３
．
全
町
内
会
で
自
主
防
災
組
織
の
立
上
げ
と
、
支
援
の

　
　
充
実
を
行
い
、
避
難
訓
練
を
毎
年
実
施
す
る
よ
う
に

　
　
進
め
る
こ
と
。

４
．
空
き
家
の
有
効
活
用
、
危
険
空
き
家
の
除
却
を
進
め

　
　
る
こ
と
、
お
よ
び
地
域
と
町
が
連
携
し
て
対
応
で
き

　
　
る
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
。

提
言
３
　
観
光
振
興
を
通
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
人
口
増
加
策
に
つ
い
て

１
．
縄
文
の
女
神
を
活
用
し
た
観
光
の
創
設
を
行
う
こ
と
。

２
．
都
市
交
流
を
軸
と
し
た
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

　
　
と
。

３
．
若
あ
ゆ
温
泉
へ
の
宿
泊
施
設
の
整
備
検
討
を
進
め
る

　
　
こ
と
。

４
．
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
、
整
備
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

提
言
４
　
人
口
対
策
、
社
会
環
境
の
整
備
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

１
．
急
激
な
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、
子
育
て
に
対
す

　
　
る
経
済
的
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

　
　
保
育
の
充
実
や
小
児
医
療
の
確
保
な
ど
子
育
て
支
援

　
　
環
境
の
充
実
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．
勉
学
、
ス
ポ
ー
ツ
等
で
優
秀
な
子
ど
も
を
輩
出
す
る

　
　
た
め
、
町
独
自
の
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す
る

　
　
こ
と
。

３
．
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設
と
し
て
、

　
　
高
齢
者
支
援
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
早
期
に
進
め
る

　
　
こ
と
。

具体的な政策実現を進めよ

つ
な

ほ

か
じ

う
た

い
か
く
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「議会だよりふながた」の表紙写真を募集しています。
舟形町議会事務局　電話３２－２１１１　内線２５１

数多くのご意見ありがとうございます。

編集委員会で検討して改善できるところ

から行なっていきたいと考えています。

引き続き、ご意見をお願いします。

また、よろしく
お願いします。

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。

　1、表紙、見出しについて

・地域企業14社名を入れても良かったのではないか。
・生徒の生き生きとした様子が伝わってくる。
・たいへん見やすくなった。
・カメラを手にして、どのようなことをしているのか、説明が詳しくあった方が良い。
・中学生のいきいきしている感じが良かった。「仕事に興味がある」といった一瞬が撮られて
　いて良かった。

　2、写真の扱い方

・裏表紙がカラーなので、17Ｐの記事もカラーの方が良い。
・話題と写真の関連がわかりやすかった。Ｐ９～Ｐ12までの報告会の写真にもう少し工夫が
　あればと思う。

　3、紙面について

・２Ｐの主な事業について、前号（174号）では縦書きでしたが、今号（175号）について
　は横書き。比較すると横書きの方が数字は見やすく、わかりやすいと感じた。
・記事の間に空白が多いので、質問や答弁をもっと詳しく書いた方が良い。
・13～14Ｐと編集後記等の字の大きさが違って読みにくい。
・ＷＡＫＵ ＷＡＫＵ ＷＯＲＫを町として初めて行なったことで、子どもたちの写真や感想等
　がもっとあれば良かった。

　4、議会報を通じて欲しい情報は

・議会報というと、全体的に問題点を解決するための質問が多いようです。実際に取り組み、
　どうなったのかというところまで、わかりやすく記載してはどうか。（図解にする等）
・町報と重なる部分があると思うが、この度の記録的短時間大雨による農作物の被害やそれら
　の復旧への補助等の情報について。
・町民が明るく元気に活動している事例。
・議会で取り上げた議題についての成果など。

　5、議会・町に対する要望、意見等

・今回の記録的短時間大雨により、一時堀内地区は孤立した。旧富長小へ抜ける小国川沿いの
　堤防により何とかなったが、緊急時に備え、もう一本道路の整備を要望する。
・町民が健康で生きがいのある生活を送れるような、行政支援の情報が欲しい。
・若者が舟形町に定住できるように、企業誘致をしていただきたい。
・これから冬にむけて空き家の解体や危険家屋の問題について、引き続き取り組んでほしい。

　6、その他

・５Ｐの県大会出場の話題を、曜日を決めて広報で流してはどうか。
　（赤倉で月に１回～２回、子どもたちの活躍を町民に放送すると聞いたとき、心がほっこりした）
・これからもわかりやすい町民目線での紙面づくりをお願いする。
・ＳＮＳを利用しての活動が増えると思うので、ＳＮＳを地産品のＰＲ、観光、いじめ対策な
　どに活用できるようになるための職員研修。
・第２回臨時会、６月定例会の質疑応答で、議案書が見られないため、議員の質問等をもっと
　わかりやすく説明していただきたい。
・15Ｐの活動報告が良かった。研修風景などの議員さんの様子が良かった。
　今後も活動報告や参加行事等も期待します。

　舟形町議会では、議会だよりが町民の皆様との結びつきを強めることができるよう、今年度
より町内在住の５名の方に議会報モニターを委嘱しています。
　今回は、議会だより175号（７月27日発行）に寄せられた意見や感想を掲載しました。今後
も十分に参考にし、読まれる、伝えられる広報誌編集に役立てていきます。

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。
議会報モニターより議会報モニターより
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農
業
よ
り
学
ぶ
豊
か
な
教
育

　文
教
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

読
ま
れ
る
広
報
誌
を
目
指
し
て

議 会 活 動 議 会 活 動

お互いの議会広報誌を読みながらの研修

来町された大衡村広報広聴委員６名の皆さんと

１
．
期
　
　
日
　
平
成
30
年
７
月
18
日（
水
）〜
19
日（
木
）

　２
．
調
査
内
容
（
現
地
視
察
）

（
１
）
喜
多
方
市
小
学
校
農
業
科
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
①
ね
ら
い

　
・
豊
か
な
心
の
育
成
…
農
作
物
は
単
な
る
食
物
で
は
な

　
　
く
「
い
の
ち
あ
る
も
の
」
で
あ
り
「
人
の
い
の
ち
を

　
　
つ
な
ぐ
大
切
な
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
学
習
す
る
。

　
・
社
会
性
の
育
成
…
一
連
の
活
動
を
通
し
て
学
習
を
進

　
　
め
、
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
や

　
　
続
け
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
さ
せ
社
会
性
の
育
成
を

　
　
図
っ
て
い
く
。

　
・
主
体
性
の
育
成
…
栽
培
す
る
作
物
に
つ
い
て
は
、
栽

　
　
培
方
法
、
土
壌
、
天
候
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
必

　
　
要
で
あ
り
、
疑
問
点
を
調
べ
た
り
指
導
を
受
け
た
り

　
　
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
主
体
的
な
学
習
意
欲
や

　
　
取
り
組
む
態
度
が
必
然
的
に
育
成
さ
れ
る
。

　
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
35
時
間
確
保
し
て
い
る
。

　
農
業
の
歴
史
、
人
間
の
歴
史
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と

　
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
後
継
者
を
つ
く
る
た
め
で

　
は
な
く
、
１
０
７
名
の
支
援
員
と
共
に
実
践
し
た
こ
と

　
が
他
の
教
科
の
中
で
生
き
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

　
実
体
験
活
動
を
重
視
し
た
教
育
だ
と
感
じ
た
。

全
議
員
で
想
定
外
の
災
害
を
確
認

　
　
　
　
　
　平
成
30
年
8
月
16
日

　
８
月
５
日
か
ら
６
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
、
町

内
全
域
で
最
上
小
国
川
等
河
川
や
水
路
な
ど
の
氾
濫
、
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
議
員
全
員
で
被
害
が

出
た
農
地
や
道
路
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
８
月
29
日
に
県
選
出
の
国
会
議
員
に
「
８
月
５
日
か
ら

の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
係
る
復
旧
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」

の
要
望
書
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
議
会
と

し
て
も
町
と
一
緒
に
国
、
県
に
早
期
復
旧
に
向
け
て
強
く

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
８
月
20
日
、
宮
城
県
大
衡
村
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員

会
の
方
々
が
、視
察
研
修
の
た
め
舟
形
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
お
互
い
の
議
会
報
の
編
集
方
法
や
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
相
互
に
情
報
を
交
換
し
合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
災
害
に
あ
た
り
、
お
見
舞
い
金
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
見
舞
い
金
は
、

災
害
復
旧
の
た
め
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）
会
津
若
松
市
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
視
察

　
①
セ
レ
ッ
ソ
よ
ね
だ
い

　
　
事
業
主
体
の
日
本
精
測
株
式
会
社
が
介
護
事
業
部
と

　
し
て
開
設
、
介
護
施
設
、
医
療
施
設
、
地
域
交
流
施
設
、

　
保
育
園
等
が
一
体
と
な
っ
た
５
階
建
て
の
複
合
施
設
で
、

　
離
職
率
が
非
常
に
少
な
く
県
か
ら
の
表
彰
も
受
け
て
い

　
た
。
入
居
資
格
は
、
自
立
型
が
60
才
以
上
か
ら
要
支
援

　
ま
で
の
方
が
５
階
に
入
居
、
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で
の

　
介
護
型
の
方
が
３
、
４
階
に
入
居
し
て
い
る
。

　
〈
敷
金
〉
家
賃
２
か
月
分
〈
仲
介
料
〉
家
賃
１
か
月
分

　
〈
自
立
型
家
賃
〉
９
万
円
か
ら
12
万
円

　
　
そ
の
他
（
共
益
費
、
食
事
費
等
）

　
〈
介
護
型
家
賃
〉
６
万
円
か
ら
９
万
２
０
０
０
円

　
　
そ
の
他
（
共
益
費
、
食
事
費
等
）

　
②
ア
ル
コ
ー
ト
南

　
　
住
ま
い
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
（
サ

　
コ
ー
ジ
ュ
）
」
と
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

　
所
」
を
併
設
し
た
施
設
で
、
医
療
法
人
が
運
営
し
、
入

　
居
資
格
は
60
才
以
上
で
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
を
受

　
け
て
い
る
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
〈
敷
金
〉
16
万
８
０
０
０
円
　

　
〈
家
賃
・
共
益
費
・
食
事
の
合
計
〉
14
万
８
０
０
円

　
制
度
基
準
に
基
づ
く
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
１
万
９
０

　
０
０
円
の
別
途
負
担
あ
り
。

　
　
両
施
設
と
も
す
ば
ら
し
い
施
設
で
あ
る
が
、
毎
月
の

　
家
賃
や
共
益
費
、
食
事
費
等
を
含
め
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

　
付
き
高
齢
者
住
宅
の
場
合
、
月
々
16
万
円
以
上
の
金
額

　
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
す
る
に
は
、
事
業
所
の
規
模
や
職
員
の
経
験
が
必
要
で

　
あ
り
、
職
場
に
お
い
て
有
給
休
暇
を
と
る
の
が
当
た
り

　
前
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
や
、
福
利
厚
生
等
を
充
実
さ

　
せ
る
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
舟
形
小
６
年
生
の
太
鼓
の
発
表

会
と
、
町
内
外
の
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
鮎
つ
か
み

ど
り
大
会
の
様
子
で
す
。
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
は
、

平
成
28
年
に
続
き
、
今
年
も
た
い
へ
ん
な
豪
雨
災
害

に
遭
い
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
消
防
団
や
町

建
設
業
協
会
な
ど
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
無

事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
災
害
に
負
け
な
い
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
紙
の
こ
と
ば

12月4日（火）
  　　 ～７日（金）

どなたでも議会を傍聴することができます。
皆さまの傍聴をお待ちしております。

次回の定例会は

までの予定です。

町道舟形太郎野線路肩崩落現場

お
お
ひ
ら

議
会
の
う
ご
き

▼
７
月
１
日
　
夏
季
非
常
招
集
訓
練

　
　
　
11
日
　
全
国
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
日
〜
12
日
）

　
　
　
13
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
18
日
　
文
教
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
日
〜
19
日
）

　
　
　
20
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
24
日
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
27
日
　
え
ん
じ
ゅ
荘
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り

　
　
　
29
日
　
舟
形
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
感
謝
祭

　
　
　
　
　
　
徳
洲
苑
ま
つ
り

▼
８
月
３
日
　
舟
形
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
８
日
　
光
生
園
夏
祭
り

　
　
　
14
日
　
成
人
式

　
　
　
16
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
20
日
　
大
衡
村
議
会
広
報
委
員
視
察
研
修
来
町

　
　
　
21
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
22
日
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
24
日
　
猿
羽
根
山
相
撲
大
会

　
　
　
　
　
　
第
３
回
臨
時
会

　
　
　
28
日
　
議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　
29
日
　
中
央
要
望
会
（
29
日
〜
30
日
）

▼
９
月
５
日
　
９
月
定
例
会
（
５
日
〜
12
日
）

　
　
　
15
日
　
ほ
ほ
え
み
保
育
園
運
動
会

　
　
　
18
日
　
舟
形
町
敬
老
祝
賀
式

　
　
　
19
日
　
え
ん
じ
ゅ
荘
敬
老
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
ほ
な
み
敬
老
祝
賀
会

　
　
　
27
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

※

喜
多
方
市
小
学
校
農
業
科…

平
成
18
年
に
国
の
構
造
改
革
特
別
区
域

と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
喜
多
方
市
小
学
校
農
業
教
育
特
区
の
認

定
を
受
け
、
小
学
校
に
全
国
初
の
教
科
と
し
て
の
「
農
業
科
」
を
設
置
。

　
現
在
で
は
「
農
業
科
」
と
い
う
教
科
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
し
て
市
内
す
べ
て
の
小
学
校
で
「
農
業
科
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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この紙は再生紙を使用しています

議
会
だ
よ
り
　ふ
な
が
た

●
 発
行
  舟
形
町
議
会

●
 編
集
  議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
999-4601 山

形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
2
6
3
番
地

　　　　　　　　  電
話
(0
2
3
3
)3
2
ｰ2
1
1
1

編

集

後

記

えがったなあ

発行責任者
議　　長　八 鍬　　 太

議会広報常任委員会
委 員 長　佐 藤　　 勇

副委員長　伊 藤　欽 一

委　　員　奥 山　謙 三

委　　員　石 山　和 春

委　　員　小 国　浩 文

声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
２
日
に
大
蔵
村
、
最
上
町
、

舟
形
町
の
３
町
村
の
交
流
会
、
12

日
に
は
最
上
８
市
町
村
の
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親
睦
と
連
携

を
深
め
る
た
め
に
、
毎
年
会
場
を

持
ち
回
り
で
研
修
と
親
善
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
３
町
村
並
び
に
８

市
町
村
の
２
大
会
で
、
ダ
ブ
ル
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
日
本
各
地
で
甚
大
な
災

害
が
多
く
発
生
し
、
多
く
の
方
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
上
地
域
に
お
い
て
も
８
月
に

２
度
の
水
害
が
発
生
し
、
過
去
に

な
い
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
全

面
復
旧
に
向
け
て
、
８
市
町
村
の

連
携
を
更
に
強
め
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
　
　 （
佐
藤
　
勇 

記
）

　
旧
長
沢
小
学
校
で
長
沢
集
学
校
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
集

学
校
が
開
校
し
て
１
年
半
、
私
が
舟
形
に
来
て
か
ら
３
年
近

く
た
ち
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
多
く
の
町
民
の
方
に
助
け
ら

れ
、
集
学
校
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
先
月
に
や
っ

と
舟
形
の
町
民
に
な
り
ま
し
た
。

　
集
学
校
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
気

軽
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
こ
れ
か
ら
年
賀
状
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
作
っ
て
み
た
い
、
そ
ん
な
時
、

集
学
校
は
無
料
で
何
度
で
も
や
り
方
を
お
教
え
い
た
し
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
体
験
や
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験
も
で
き
ま
す
。
ほ
か
に

は
携
帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
料
金
の
相
談
な
ど
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
正
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
な
ど
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
舟
形
町
は
Ｉ
Ｔ
を
使
う
た
め
の
下
地
は
し
っ
か
り
整
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に
手
軽
に
安
全

に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

♥
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
知
り
合
い
ま
し
た
か
？

　
同
じ
高
校
の
部
活
の
先
輩
、
後
輩
で
し
た
。

　
社
会
人
に
な
り
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　♥
舟
形
町
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　
富
田
の
消
防
団
の
方
や
地
域
の
方
に
面
倒
を
見
て
も
ら
い
、
楽
し
く

生
活
し
て
い
ま
す
。

♥
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

　
良
い
所
　
町
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
交
流
の
場
が
た
く
さ
ん
あ
る

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
。

　
悪
い
所
　
休
日
や
夜
間
に
診
て
も
ら
え
る
病
院
が
な
い
と
こ
ろ
。

♥
舟
形
町
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
若
い
人
た
ち
が
舟
形
町
を
離
れ
、
県
外
な
ど
で
働
き
生
活
し
て
い
る

と
い
う
話
を
、
い
ろ
ん
な
方
よ
り
耳
に
し
ま
す
、
な
の
で
、
舟
形
町
に

残
り
た
い
！
ま
た
は
、
舟
形
町
に
来
た
い
！
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
を

今
以
上
に
発
信
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

長沢集学校校長

甲州　  剛 さん
（長　尾）

ごう

（議会より）

　今後もリングローと

集学校を、議会として

応援していきます。

皆さんよろしくお願いします。

今回は、富田第２の髙橋
亮太さんと結婚した、最
上町出身の麻莉奈（旧姓：
佐藤）さんです。
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